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新たな受講者ぞくぞく
感じている変化を共有するために
地球にやさしいエコな暮らしを考える「まちの懇談会」
学びの成果をお披露目 天神崎自然観察教室の開催
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陽
光
発
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事
業
の
実
施
に
関
す
る
条
例
」
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新たな受講者
ぞくぞく
2017年11月25日～３月17日
県内６会場で開催

[和歌山県センター］

今
年
度
の
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
員
養
成
講
座
は
県
内
５
市

町
６
会
場
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
和
歌
山
市
会
場
を
皮
切
り
に
、

す
さ
み
町
、
新
宮
市
、
紀
の
川
市
、

そ
し
て
有
田
川
町
。

１
月
27
日
の
新
宮
市
会
場
で
は
、

熊
野
川
町
に
あ
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

に
16
名
が
参
加
。
県
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
基
本
講
座
の
後
、
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
の
オ
ー
ナ
ー
森
雄
翼
さ
ん
に

よ
る
話
題
提
供
と
続
き
ま
し
た
。

こ
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
自
給
自
足
が
可
能
な
オ
フ

グ
リ
ッ
ド
で
の
運
営
を
実
践
さ
れ

て
お
り
、
は
じ
め
た
い
き
さ
つ
や

こ
れ
か
ら
の
想
い
に
つ
い
て
語
ら

れ
ま
し
た
。
太
陽
光
発
電
＋
蓄
電

は
も
と
よ
り
、
薪
ス
ト
ー
ブ
で
暖

を
取
り
、
薪
ボ
イ
ラ
ー
で
お
湯
を

沸
か
す
な
ど
の
し
く
み
が
随
所
に
。

中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
バ
イ

オ
ト
イ
レ
で
す
。
大
き
な
バ
ケ
ツ

の
上
に
便
座
を
設
置
し
た
構
造
で
、

中
に
腐
葉
土
が
入
っ
て
お
り
、
用

が
済
ん
だ
ら
横
に
あ
る
レ
バ
ー
で

撹
拌
し
最
後
に
は
堆
肥
と
し
て
利

用
で
き
る
と
い
う
も
の
。
便
器
は

小
便
と
分
離
さ
れ
る
構
造
で
匂
い

が
発
生
し
に
く
い
そ
う
で
す
。

今
年
度
の
新
た
な
推
進
員
委
嘱

者
は
10
名
の
予
定
。
各
地
で
の
活

躍
が
望
ま
れ
ま
す
。

方
と
地
域
の
事
例
紹
介
、
２
月
の

２
回
目
は
、
地
域
事
例
に
続
い
て
、

事
前
に
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

事
例
の
共
有
、
発
表
と
な
り
ま
し

た
。
地
域
の
事
例
と
し
て
、
紀
ノ

川
農
業
協
同
組
合
・
和
歌
浦
漁
業

協
同
組
合
・
和
歌
山
県
果
樹
試
験

場
う
め
研
究
所
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
話

題
提
供
が
あ
り
、
現
場
の
現
状
と

苦
労
、
そ
し
て
す
で
に
行
わ
れ
て

い
る
適
応
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
次
に
、
参
加
者
が
そ
れ

ぞ
れ
持
ち
寄
っ
た
事
例
を
も
と

に
、
新
た
な
気
付
き
や
、
適
応
の

実
際
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
全
国

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
国
民
全

体
で
共
有
で
き
る
し
く
み
に
な
る

県内地域の取組

気候の変化を
共有するために
気候変動影響事例調べワークショップ
2017年12月16日／2018年２月10日
和歌山県民文化会館

[環境省近畿地方環境事務所］

エコな暮らしを考える
「まちの懇談会」
有田川エコフェスタvol.2
2018年１月21日
金屋文化保険センター

[有田川町］

ぷ
ら
油
っ
て
み
ん
な
で
使
っ
て
し

ま
っ
て
も
足
り
る
ん
？
」「
子
供
に

何
か
あ
っ
た
時
、
た
と
え
ガ
ソ
リ

ン
が
無
く
な
っ
て
も
行
け
た
ら
え

え
わ
な
。」「
ま
ず
は
教
え
あ
え
る

仕
組
み
づ
く
り
が
大
事
な
の
で

は
？
」
と
い
っ
た
意
見
や
質
問
が

あ
り
、
エ
コ
と
い
う
言
葉
が
「
実

は
自
分
達
の
普
段
の
生
活
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」
こ
と
を
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
町
内
で
普
及

し
て
い
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
の
質
問
に
対
し
、「
第
一
は
住

民
の
安
全
と
安
心
。
こ
れ
は
変
わ

ら
な
い
で
す
。」
と
は
っ
き
り
答

え
て
い
た
町
職
員
の
言
葉
が
印
象

的
で
し
た
。「
エ
コ
な
暮
ら
し
」
は
、

す
ぐ
で
き
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な

い
で
す
が
、
来
場
者
は
「
ラ
イ
フ

「
自
然
・
農
業
・
食
・
リ
サ
イ

ク
ル
」
を
テ
ー
マ
に
２
回
目
の
開

催
と
な
る
有
田
川
エ
コ
フ
ェ
ス

タ
。
今
回
は
約
60
名
が
来
場
し
ま

し
た
。
地
元
有
田
川
町
に
縁
の
あ

る
４
名
の
発
表
者
が
、
各
テ
ー
マ

で
１
人
ず
つ
、
実
践
の
様
子
や
歴

史
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
。
そ
れ
ぞ
れ
の
熱
い
思
い
の
こ

も
っ
た
話
を
受
け
て
、
来
場
者
ら

が
記
入
し
た
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を

元
に
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
食
用
廃
油
を
燃
料
と
し
て
走

る
「
天
ぷ
ら
カ
ー
」、
太
陽
光
温

水
器
や
風
力
発
電
自
作
の
話
題
な

ど
の
具
体
的
な
内
容
に
対
し
「
天

と
の
事
。
今
後
、
地
域
で
で
き
る

こ
と
を
考
え
る
う
え
で
必
要
と
な

る
で
し
ょ
う
。

オフグリッドハウス見学（新宮市会場）

和歌山県産の間伐材を使って制作さ
れるバイオトイレ

ス
タ
イ
ル
を
少
し
ず
つ
見
直
し
て

み
よ
う
」
と
い
っ
た
気
持
ち
の
高

ま
り
を
感
じ
た
様
子
で
し
た
。
便

利
な
生
活
を
全
て
諦
め
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
今
の
時
代
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
技
術
と
工
夫
で
、

さ
ら
な
る
実
現
を
予
感
で
き
る
会

で
し
た
。

地
域
で
身
近
に
起
こ
っ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
変
化
に
つ
い
て
情
報

の
集
約
と
共
有
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
頃
行
っ
て
い
る
温
暖
化
防
止
活

動
＝「
緩
和
策
」
に
対
し
て
、
今

回
は
「
適
応
策
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

ま
だ
馴
染
み
の
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド

で
す
が
、
適
応
策
と
は
、
す
で
に

起
こ
り
は
じ
め
て
い
る
天
気
や
気

温
、
自
然
界
の
変
化
に
対
し
、
一

人
ひ
と
り
が
関
心
を
も
っ
て
ア
ン

テ
ナ
を
張
り
、
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
で
今
後
の
予
測
や
対
処
の
方

法
を
考
え
て
い
く
こ
と
で
す
。
12

月
の
１
回
目
は
「
適
応
」
の
考
え
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県内地域の取組

　このコーナーでは推進員の方々の CO２削減
活動を募集しています。ぜひ、「私はこんな活
動をしました」という声をお寄せください。

ぷ
ら
油
っ
て
み
ん
な
で
使
っ
て
し

ま
っ
て
も
足
り
る
ん
？
」「
子
供
に

何
か
あ
っ
た
時
、
た
と
え
ガ
ソ
リ

ン
が
無
く
な
っ
て
も
行
け
た
ら
え

え
わ
な
。」「
ま
ず
は
教
え
あ
え
る

仕
組
み
づ
く
り
が
大
事
な
の
で

は
？
」
と
い
っ
た
意
見
や
質
問
が

あ
り
、
エ
コ
と
い
う
言
葉
が
「
実

は
自
分
達
の
普
段
の
生
活
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」
こ
と
を
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
町
内
で
普
及

し
て
い
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
の
質
問
に
対
し
、「
第
一
は
住

民
の
安
全
と
安
心
。
こ
れ
は
変
わ

ら
な
い
で
す
。」
と
は
っ
き
り
答

え
て
い
た
町
職
員
の
言
葉
が
印
象

的
で
し
た
。「
エ
コ
な
暮
ら
し
」
は
、

す
ぐ
で
き
る
こ
と
ば
か
り
で
は
な

い
で
す
が
、
来
場
者
は
「
ラ
イ
フ

「
自
然
・
農
業
・
食
・
リ
サ
イ

ク
ル
」
を
テ
ー
マ
に
２
回
目
の
開

催
と
な
る
有
田
川
エ
コ
フ
ェ
ス

タ
。
今
回
は
約
60
名
が
来
場
し
ま

し
た
。
地
元
有
田
川
町
に
縁
の
あ

る
４
名
の
発
表
者
が
、
各
テ
ー
マ

で
１
人
ず
つ
、
実
践
の
様
子
や
歴

史
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹

介
。
そ
れ
ぞ
れ
の
熱
い
思
い
の
こ

も
っ
た
話
を
受
け
て
、
来
場
者
ら

が
記
入
し
た
コ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
を

元
に
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
食
用
廃
油
を
燃
料
と
し
て
走

る
「
天
ぷ
ら
カ
ー
」、
太
陽
光
温

水
器
や
風
力
発
電
自
作
の
話
題
な

ど
の
具
体
的
な
内
容
に
対
し
「
天

環
境
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
場
と
し
て
、
今
年
も
学
習
発

表
会
が
紀
の
川
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
地
球
温
暖
化
や
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
環
境
保
全
と
い
っ
た
テ
ー

マ
で
同
市
内
の
小
中
学
校
の
学
校

教
育
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た

教
育
成
果
を
発
表
す
る
も
の
で
、

紀
の
川
市
教
育
委
員
会
の
後
援
を

受
け
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

も
、
７
つ
の
小
学
校
、
１
つ
の
中

学
校
が
展
示
・
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
ご
み
や
水
、
ま

た
エ
コ
ラ
イ
フ
と
い
っ
た
暮
ら
し

に
繋
が
る
テ
ー
マ
で
、
ポ
ス
タ
ー

や
研
究
レ
ポ
ー
ト
が
並
び
ま
し

た
。
そ
し
て
当
日
発
表
し
た
の
は
、

粉
河
小
学
校
４
年
生
と
粉
河
中
学

校
生
徒
会
の
み
な
さ
ん
。
と
も
に

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
活
動
成
果
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
会
後
の

表
彰
式
で
は
、
先
の
２
校
が
と
も

に
「
環
境
賞
」
を
受
賞
、
ポ
ス
タ
ー

展
示
を
行
っ
た
６
校
も
「
活
動
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の

熱
心
な
眼
差
し
と
そ
れ
を
支
え
る

先
生
方
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
有

意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ス
タ
イ
ル
を
少
し
ず
つ
見
直
し
て

み
よ
う
」
と
い
っ
た
気
持
ち
の
高

ま
り
を
感
じ
た
様
子
で
し
た
。
便

利
な
生
活
を
全
て
諦
め
る
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
今
の
時
代
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
技
術
と
工
夫
で
、

さ
ら
な
る
実
現
を
予
感
で
き
る
会

で
し
た
。

ああし
たら こうなった

＜「電気」はクリア・課題は「熱」＞

その後６年間暮らしてみた結果、年間の発電量は電
力会社からの買電量の２倍以上をクリアしています。
電気のゼロエミッションはとりあえず達成というとこ
ろでしょうか。今後は余剰電力契約が切れる時期を目
途に蓄電池を導入して、夜間もなるべく買電しない暮
らしを計画しています。問題は熱エネルギーの方です。
まず、前提として家の断熱性を高めるために窓は全て
ペアガラスにしました。これは家の防音性を高める機
能もあることが、暮らし始めてから分かりました。ま

た、暖房については薪ストーブやペレットストーブな
どの選択肢がありますが、台所や風呂への給湯は従来
の太陽熱温水器だけでは不足することは明らかです。
そこで太陽熱の補助として家庭用の木質ボイラーを検
討しました。 （次号に続く）

エコハウスにしたらカミさんがやってきた！

校
生
徒
会
の
み
な
さ
ん
。
と
も
に

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
活
動
成
果
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
会
後
の

表
彰
式
で
は
、
先
の
２
校
が
と
も

エコハウスにしたらカミさんがやってきた！

推進
員

克ちゃんの
６回シリーズ

3

有田川エコフェスタ

学びの成果を
お披露目
こども環境学習発表会
2018年２月３日
紀の川市粉河ふるさとセンター

[紀の川市地球温暖化対策協議会］
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地球温暖化（気候変動）防止策
として、世界中で再生可能エネル
ギーによる発電が活発化していま
す。日本でも、再生可能エネルギー
発電で作られた電力の固定価格買
い取り制度（FIT）が後押しし、
風力発電所や太陽光発電所が増え
てきました。太陽光発電では、屋
根の上に設置する小～中規模なも
のだけでなく、出力1,000kWを越
える大規模なメガソーラーも目立
つようになりました。太陽光発電
はエコだと言われる一方で、近年
の急激な設置増に対して不安に思

う方も同時に増えてきました。
不安の理由には、例えば、発電

を終えたソーラーパネルの廃棄は
どうするんだ？　や、山の斜面な
どに一面にソーラーパネルが並ぶ
と反射光が眩しい、景観にも良く
ない、森林を伐採しての設置は災
害のリスクを高める、生態系を悪
化させる、などがあります。ある
いは、田んぼをつぶしての太陽光
発電所の設置は、食糧問題、地域
の農業問題に止まらず、田んぼの
持つ洪水緩和機能を下げてしま
い、やはり災害リスクを高めてし
まう、いろいろな不安要素があり
ます。
日本の土地所有制度では、地権

者の権利が大きいため、地権者が
望めば、意外に簡単な手続きで太
陽光発電所を設置することができ
てしまいます。大都市の資本家や、
時には海外の投資家までもが和歌

山に押し寄せて土地を取得し、太
陽光発電事業に参入する事例も増
えてきました。バブル経済の時に
田んぼの真ん中にマンションが
次々建設されていった状況と似て
います。ますます、地元の不安は
高まっていきます。
このような事態を受け、和歌山
県は全国に先駆け、雨後の竹の子
状態の太陽光発電所の建設ラッ
シュに「待った！」をかける条例
を制定しました。その背景には、
和歌山市北部の山地に計画された
大規模なメガソーラー発電事業を
はじめとする様々な太陽光発電に
ついての計画が新聞などに報道さ
れ、県民の関心が高まり、住民の
不安が具体化したことがありま
す。条例の特徴は、１）事業者は
出力 50kW以上の太陽光発電事業
計画（案）について説明会を開催
しなければならないこと、２）事
業計画の認定基準として、①安全
面（土地造成、設備）、②環境面（生
活環境、自然環境）、③景観面（色
彩、反射等）、④法令面（他法令
の許認可状況）、⑤その他（地域
住民意見、市町村長意見、行政計
画への適合性、事業性、事業終了
後の対応）を設けたこと、３）事
業者から認定申請があったとき、
県は公告・縦覧手続きを実施し、
住民が意見を述べることができる
ようにした、というものです。
これらの中で、対象となる事業
規模を50kW以上に設定したこと
は全国的に注目を集めました。
50kWというと、太陽光パネル200
枚くらいの中規模にも満たない事

業になります。このような規模で
すら、環境や景観に配慮し、かつ
住民への説明プロセスを法的に位
置づけたことは、全国の他地域で
も発生している同じような不安の
解消に一石を投じる勇気ある決断
だと賞賛されています。また、安
全性を配慮事項の第一に挙げたこ
とも、事業終了後の対応にまで言
及したことも高く評価されていま
す。条例（案）に対するパブリック・
コメントでも、応援、後押しする
意見が多く寄せられました。この
解説が皆さんのお手元に届く４月
にはそれらの意見を踏まえた条例
が出来ていることと思います。
太陽光発電は、設置や運営の仕
方を間違わなければエコな事業に
なることは間違いありません。以
前から懸念されていた、ソーラー
パネルの廃棄物問題にしても、今
では処理技術が実用化されていま
す。しかし、エコだからといって、
災害、自然、景観など他のことが
無視されて良いはずはありませ
ん。慎重にコトを進めてこそ、初
めてエコな事業になるわけです。
それを具体化させたのが、今回の
全国に先駆けての和歌山県の条例
です。和歌山県庁のお仕事って地
道で目立たないように思われる方
がいるかも知れませんが、和歌山
県庁ってスゲーのです。何かと批
判されがちな地元の行政ですが、
時には応援して協働することで、
より良い地域になると確信しま
す。
（文責：WaCCAセンター長

　中島敦司）

解説！「和歌山県太陽光発電事業の実施に関する条例」

「和歌山県太陽光発電事業の実施に関する条例」

山地の斜面や山上に風力発電所や太陽光発電所が設置される事例が増えているが、和歌山県はこ
の社会の流れを慎重に進める決断をした。

解説！
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県　情　報

天神崎自然観察教室の開催
地域特性を活かした交流型環境学習事業（関西広域連合）

関西広域連合では、関西がもつ豊かな地域資源を活かした交流型の環境学習を行うことで、地域の環境課題
等の相互理解を醸成することを目的とする、交流型環境学習事業「天神崎自然観察教室」を実施します。田辺
市の天神崎は、日和山を中心とする緑豊かな丘陵部と干潮時に顔を出す平らな岩礁で形成されていて、陸の動
植物と海の動植物が平たい岩礁をはさんで同居し、森・磯・海の三者が一体となって一つの生態系を作ってい
ます。また、日本におけるナショナルトラスト運動の先駆けの地でもあります。
その天神崎で自然観察と環境保護についてたのしく学べる自然観察教室を開催いたします。ぜひ、ご参加く
ださい。

１．日時
平成30年５月19日（土）10：00 ～ 15：00
荒天の場合の予備日　平成30年６月２日（土）

２．参加条件と定員
関西広域連合広域環境保全局(滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、和歌山県、徳島県)の新小学１年生から
大人まで100名（先着順）
※小・中学生は１グループにつき１人以上の保護者が同伴してください。

３．場所
天神崎（和歌山県田辺市）の丸山周辺の磯・日和山

４．活動内容
午前：湿地・日和山散策　　午後：磯観察

５．参加費
無料（当日は事務局にて団体保険に加入します。）

６．申込方法
滋賀県ホームページ トップページ右側中段の「しがネット受付サービス」からお申込ください。（募集期
間は平成30年４月30日（月）までです。）
・参加者は保険に加入しますので、必ず申込をお願いします。
・居住地が遠方のため前泊が必要な場合は、１人あたり3,000円の宿泊補助をします。
○しがネット受付サービス：http://www.pref.shiga.lg.jp/c/it/shinsei/shiganet.html

※webまたは問い合わせ先
関西広域連合広域環境保全局（滋賀県環境政策課）　℡077-522-5664
http://www.kouiki-kansai.jp/koikirengo/jisijimu/kankyohozen/index.html
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ひょっこ
り

日高町　古川 　悟 さん

推進員さん 訪 記

前回に引き続いて今回も校長先生の登場です！
日高郡日高町にお住まいの古川悟さんは推進員第
３期生で、日高郡みなべ町のみなべ町立岩代小学校
の校長先生です。生まれは旧川辺町（現日高川町）
で山の中の一軒家で育ち、犬が友達だったといいま
す。地元の小・中・高校から和歌山大学教育学部に
進学、中学校教員養成課程理科を専攻しますが、卒
業後はなんと青年海外協力隊(JICA)の理数科教師と
して西アフリカのガーナへ赴き、現地高校生に物理
を教えるという経験をお持ちです（ガーナは英語圏）。
２年後に和歌山に戻って講師から教師となり、理科
の先生として教壇に立って25年、５年の教頭を経て、
昨年より岩代小学校校長となりました。
推進員への応募動機は、約20年前に環境問題に
興味があって和歌山大学の大学院で環境教育を学ん
だこと。酸性雨や梅・杉の立ち枯れ等で温暖化を意識、
そんな時に県の広報誌で推進員の募集広告を見たと
いいます。養成講座では温暖化の説明が丁寧でよく
理解でき、氷河の減少や砂漠化、干ばつ等に危機感
を持ったとのこと。またワークショップでは、人の
話が聞けて自分の考えを言えたことが新しい経験で
学びが深くなったと。
推進員の活動としては酸性雨や気温の調査を５年
続行、また田辺市や和歌山市で行われる講演には出
来るだけ多く参加、啓発活動ではエコネット紀中の

推進員らの誘いで地域イベントに参加してクール
チョイス等の説明や署名活動を行っています。私生
活でも太陽光発電とオール電化を採用し、エアコン
は使わない（扇風機と電気ストーブ使用）、電気ポッ
トは使わない、炊飯器の保温もしない、コピーは両面、
ゴミの分別の徹底、公共交通機関の利用、そしてマ
イカーにはバイオ燃料E３（エタノール３％）を使
用して、急発進やアイドリングをしない等を心がけ
ていると。また夏休みには２人の子供たちが気温の
調査を３年がかりで実施して、夕方や夏の終わりに
も気温が下がっていないことを発見したといいます。
学校では理科の教師として、温暖化の記事等が掲
載される度に生徒に知らせています。この日も「（温
暖化による）寒波で和歌山沖のサンゴが白化」の記
事を用意していました。生徒らは節電や節水、アル
ミ缶回収、打ち水等を心がけているといいます。そ
して梅の産地ならではの「梅干し作り」を農家の協
力で毎年６月から１月まで体験。食育教育として、
また災害被災地への支援にも役立てています。
古川さんは、温暖化を防止するには節電などの「我
慢」が必要と言います。そして生活の工夫でそれを
楽しむことも大事と。
尚、校長室ではエアコンを使わないことを徹
底！！　取材した２月中旬のこの日もさほど寒い日
ではなかったが、エアコンのスイッチはOffでした。

24

なるほど ザ・ワードなるほど ザ・ワード STOP温暖化・焦点の言葉
＊地球温暖化をめぐる報道などで、いま焦点となっている言葉を簡単に解説します

新産業革命
2017年12月にNHKで『激変する世界ビジネス “脱炭
素革命” の衝撃」という番組が放送されました。そこ
では、今世紀後半に二酸化炭素の排出量を実質ゼロに
する “脱炭素革命” に向けて世界のビジネス界が大激
変している状況が映し出されました。多くの企業が地
球温暖化（気候変動）防止の中に一獲千金のビジネス
チャンスがあると位置づけ、ウォール街の投資の流れ
は “脱石炭” に変わり、様々な企業が気候変動防止関
連の新事業に参入するようになっています。世界では、
再生可能エネルギーは安価となり、ガソリン車禁止な
ど急速なＥＶシフトも進んでいます。11月にドイツ・
ボンで開かれたCOP23には、COPから脱退したはずの

アメリカや、エコ文明を打ち出し “脱炭素” の世界リー
ダーをめざす中国など、世界中のビジネスマンが集結
し、新たなビジネスチャンスを探っていました。しか
し、日本では再エネの普及すら進まず、気候変動防止
への国際貢献だけでなく、世界経済のトレンドに乗り
遅れていることも心配されます。日本はビジネスチャ
ンスを逃してしまうかも知れません。このような世界
の社会変化は、お金の流れが化石燃料や原子力から低
炭素、再エネへと切り替わった “新産業革命” として
注目されています。さあ、乗り遅れた日本はどう出る
でしょうか？

24

松っちゃんの
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〒640-8585 和歌山市小松原通1-1
TEL  ：   073 － 441 － 2670  FAX  ：  073 － 433 － 3590
mail   ：   e0317001@pref.wakayama.lg.jp

編集・お問合わせ／和歌山県地球温暖化防止活動推進センター
〒641-0014 和歌山市毛見996-2
TEL  ：   073 － 499 － 4734  FAX ：  073 － 499 － 4735
mail   ：   wenet@vaw.ne.jp

和歌山の食とエネルギーの自給を目指し、多くの人達に学びや気づきを与えてこられた、前センター長
の重栖　隆（おもすたかし）さんが、2018年２月２日午前８時33分、永眠されました。享年65歳でした。
当センター運営の礎として発足されたNPOわかやま環境ネットワークの代表理事として、創意工夫による、
さまざまな取組を興されてきました。自然と関わる人々の行く末を案じ、農業・林業関係者、リサイクル
や環境対策に重きを置く事業者、学校関係、各地の市民活動団体とのネットワーク構築と共同実践に尽力
されました。そして、大好きな山への想いを馳せながら、私たちに大きなバトンを渡して旅立たれました。
私たちはこのバトンを次の世代につなぎ、持続可能な社会を目指していくことをあらためて心に刻み、活
動を前にすすめてまいります。引き続きよろしくお願いいたします。

県センター通信

イベント情報
◆いのちの種（たね）を
　未來につなぐ

イベント情報も随時更新わかやま推進員サイトあなたの活動をサポート

2018年４月14日（土）
　　　　13：30～16：30
場所：オフグリッドゲストハウス　ＩＫＫＹＵ
　　　新宮市熊野川町宮井437
◎上映会
スローシネマ「アジアの叡智」シリーズ Vol.4
「ヴァンダナ・シヴァ の いのちの種を抱きしめて
　　　　　　　　　　　　　　　 with 辻信一」
◎映画の解説と座談会
主催：エコネットくまの
問合せ：090-0942-9407（安原）

◆紀州九度山 真田まつり
2018年５月４日（金）10：00～16：00 
場所：道の駅「柿の郷くどやま」芝生広場
　　　和歌山県伊都郡九度山町入郷５-５
主催：九度山町真田まつり実行委員会
出展：エコランドいと・はしもと
　　　（伊都・橋本地球温暖化対策協議会）

◆熊野の棚田　田畑の楽校（はたけのがっこう）2018

【内　容】 色川の取り組み視察（初参加の方）・農作業体験・地元の方との交流
【主　催】 棚田を守ろう会（ http://www.zb.ztv.ne.jp/tanada/ ）
 認定特定非営利活動法人JUON NETWORK（樹恩ネットワーク）
【問合せ・申込み先】 認定特定非営利活動法人JUON NETWORK（樹恩ネットワーク）
 〒166-8532　東京都杉並区和田３-30-22　大学生協杉並会館内
 Tel: 03-5307-1102　Fax: 03-5307-1091
 E-mail: juon-office@univcoop.or.jp　http://juon.or.jp

◎詳細・お申し込み
「イベント・ボランティア情報」　http://blog.canpan.info/juon/archive/447

【各回開催日および主な内容】　※内容は変更になることがあります。
Ａ．５月18日（金）～20日（日）　　　田植え・（牛耕体験：予定）
Ｂ．６月29日（金）～７月１日（日）　草とり・（流し素麺：予定）
Ｃ．９月15日（土）～17日（月・祝）　稲刈り・（ナイトツアー：予定）
Ｄ．11月16日（金）～18日（日）　　　しめ縄作り・（餅つき：予定）


